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□SECTION
まちの人々が自由に出入りできる

主体的に手を加えることができる空間

組立て空間工房空間

〇×

まちの人々が自由に出入りできる

主体的に手を加えることができる空間

組立て空間

工房空間

××

ユニットによってそれぞれの空間を独立させている組立て空間側を１段だけにしていること

で、組立て空間との繋がりをつくる

ユニットを規則的に積んでいくことで、シンプルな直線的な形状になり、

それによりこの場を利用する人に打ち合わせや事務作業といった規則的

な使い方を促す

ユニットを不規則に積んでいくことで、ランダム的な形状にすることで

この場を利用する人に１つに縛られない、様々なアクティビティを促す
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「工房」

06-1　まちの工房① 06-2　まちの工房②
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400mm 単位でピクセル上に分解し、

様々な形状の天板をつくる。
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基本ユニット

常設ユニット 仮設ユニット

□ユニット

「八角形をベースにした天板」

・ 常設ユニット　- 空間の分節 -

・ 仮設ユニット

□ユニット操作　- 空間をつなぐ -

固 定 を し な い ユ

ニットを使うこと

で、「主体的に関わ

れる空間」では様々

な使い方を想定し

て、対応できるよ

うにする。

□ゾーニング

□パターン

まちの住人とクリエイターが入り交じりながら

「繋がり」が生まれる工房

多様な大小の場所がつくるまちの住人に

とって「居場所」となる工房

「ピクセルで形成する天板」

外

「工房作業・組み立て」

　工房での事務作業やプロ

ダクトの組み立て作業、打

ち合わせを行なう

「住民が主体的に関われる空間」

　外に面して前面いっぱいに配置する

ことで、住民が自由に入り、自分なり

の過ごし方をしながら、自分だけの居

場所をつくる。

外

「工房」「住民が主体的に関われる空間」

　外に面して前面いっぱいに配置する

ことで、住民が自由に入り、自分なり

の過ごし方をしながら、自分だけの居

場所をつくる。

「組み立てスペース」

常設のユニット

によって空間を

分節する

・ 様々な使い方を促す自由な形状

・使い方を限定する単一な形状

ランダム的な形状に

よって、部分的に大小

の飛び出しがあること

で住民が話したり、勉

強したり、様々な使い

方を促す。

単一的なシンプルな形状

によって、ある程度使い

方が限定される形状にす

ることで、利用者に工房

や組み立てスペースとし

て使われるように促す。

ユニットを「積む」という操作で全体を作る事で、段数

の違いによって場所によって様々な関係性をつくってい

く中で、多様な場所を生む。

ピクセルによってある程度自由に形状を形成することがで

きる。ランダム的、単一的な形状を形成することで形状が

起因してユニットの使い方が決まり、その場所でのユニッ

トの使われ方が起因してその場所での機能が決まる。結果

として形状がゾーニングに起因する空間になる。

「形状」 「使い方」

起因

遊ぶ・展示

談笑・勉強

打ち合わせ

組み立て

打ち合わせ

パソコン作業

起因

「機能」

様々な使い方

を可能にする

空間

工房

組み立て

□SECTION

□ユニット

□空間操作　- 形状から機能へ -

□ゾーニング

□パターン

「主体的に関われる空間」

□「組立て」空間

　この空間は大きめの作業台として使えるユニットが多くあり、

プロダクトの組立てができる空間になっている。

□「工房」空間

　この空間はの組立て空間より小さな作業台として使えるユニット

が多くあり、プロダクトのデザインや事務作業といったパソコン作

業が可能な空間になっており、クリエイターがメインで働く場と

なっている。

□「住民が主体的に手を加える事ができる」空間

　この空間は仮設ユニットが置いてあり、その場その場での空間の

使い方に合わせてユニットの配置の仕方を変えていくことで多様な

場の使われ方を促す。

□「組立て」空間

　この空間は規則的に積まれたユニットが集まっている事

で整理された形状のユニット群ができる。

　特に１つ１つが大きめになっている事でプロダクトの組

立てがしやすくなっているため、クリエイターがこの場で

組立てをする事を促す。

□「工房」空間

　この空間は規則的に積まれたユニットによって整理された形状のユニット群

になっている事で会議や打ち合わせ、パソコン作業がしやすい空間になってい

る事で、クリエイターにパソコン作業や話し合いの場としての使われ方を促す。

□「住民が主体的に手を加える事ができる」空間

　この空間は不規則にユニットが積まれていることでランダム的な形状のユ

ニット群になっていることで１つの決まった使われ方に縛られない多様な場の

使われ方を促す。
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正面入り口

有機的なユニット群

空間を繋ぐユニット

背後から
正面入り口

ユニット群の中へ

子供がくぐり遊ぶ

全体像


